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要     約 

  高知県内で発見されたヒュウガナツ‘宿毛小夏’と‘西内小夏’の施設栽培での品質および特性に

ついて検討した。  

１．‘宿毛小夏’は，減酸が早く，現行の施設で栽培されている普通日向夏より約１ヵ月早く収穫で      

きる．糖度は，‘西内小夏’や普通日向夏より高い．また，ｍ３当たり収量は低いが，隔年結果が少

なく，生産量が安定している． 

２．‘西内小夏’は，普通日向夏に比較し糖度が低く，食味がやや淡泊になるが，自家結実し，豊産      

性で，果実のバラツキが少なく，秀品率が高い． 

３．‘西内小夏’の花粉を‘宿毛小夏’，普通日向夏に受粉すると，着果率は低いが，少核果となる． 
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